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（講話）教授・学習パラダイムを二項対立で捉えない－習得・活用・探究との関係－ 

※このページは基礎事項の理解を踏まえた内容です。注にページを示していますので、この機会

に再度ご覧ください。 

 

要点 

・ 教科書的な理解を進める習得の授業は教授パラダイムを主としながらも、アクティブラーニ

ングや各教科における見方・考え方を利用して、学習パラダイムに基づく深い学びが求めら

れる。他方で、生徒主導の学習パラダイムに基づく探究の授業においても、問いの立て方や

情報収集の仕方など教授パラダイムに基づく教師からの知識提供はある。 

・ 教授パラダイムか学習パラダイムかと二項対立的にとらえるのではなく、習得から活用・探

究へと、教授パラダイムのウェイトが下がり、学習パラダイムのウェイトが上がっていくと

捉えられるべきものである。 

 

 

習得・活用・探究（注１）のあらゆる授業において、教授パラダイム（注２）を基礎としながらも、教

授パラダイムの枠を越える学習パラダイム（注２）の活動が求められる。ただし、図表１に示すよう

に、習得と探究を比べたときそのウェイトは異なっている。 

教科書的な理解を進める習得の授業において、一般的に教授パラダイムが主となるのは当然の

ことである。教授パラダイムから学習パラダイムへの転換を説いた Tagg（2003）自身も、学習パ

ラダイムとは教授パラダイムの枠を越えることなのだと説き、教授パラダイムを決して否定して

はいなかったのである（注２）。しかし、習得の授業においても、アクティブラーニングや各教科に

おける見方・考え方（注３）を利用した深い学びを行うことが求められている。深い学び（注３）は教

授パラダイムで行えるものではない。アクティブラーニングや各教科における見方・考え方を少

しでも導入しようとすれば、どのように行ってもそれは学習パラダイムに基づく学習とならざる

を得ない。 

他方で、探究的な学習は学習パラダイムに基づくものと極端に説明されることがあるのも問題

だと感じられる。探究の授業では、生徒主導の学習活動（学習パラダイム）に大きなウェイトが

置かれるものの、だからといって教授パラダイムの時間がまったくないわけではない。問いの立

て方や情報や資料の収集・整理の仕方などを教師が講義する教授パラダイムの時間は、探究的な

学習の授業においてさえ認められるのである。 

教授パラダイムか学習パラダイムかと二項対立的にとらえるのではなく、図表１のように、習

得から活用・探究へと、教授パラダイムのウェイトが下がり、学習パラダイムのウェイトが上が

っていくと捉えられるべきものである。 

 
（注１）詳しくは「（用語集）習得・活用・探究」を参照。 

（注２）詳しくは「（理論）教授パラダイムから学習パラダイムへの転換」を参照。 

（注３）各教科における見方・考え方については、「（理論）深い学びとは」の第２節 深い学びを施策的に

見る－主体的・対話的で深い学びにおける「深い学び」－ を参照。「深い学び」についても詳しくはこの

ページを参照。 
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図表１ 習得・活用・探究の学びの過程で教授パラダイムから学習パラダイムのウェイトが上が

っていく 
*溝上（2020）より 
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（お断り） 

厳密には、学校種によって「（大）学生」「生徒」「児童」といった呼称の使い分けがなされる

べきであるが、内容によっては小学校と高等学校、ひいては大学も含めて同時に議論するような

箇所もあり、表現が難しい。本ウェブサイトでは、原則「生徒」と表現し、内容によって「児童

生徒」「生徒学生」「学生」等と表現することとする。読者の所属する学校種に応じてうまく読み

取ってほしい。 

 

 


